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定住自立圏構想推進セミナーin新潟

平成２２年９月８日（水）１３：３０～

新潟県庁行政庁舎　２階　西回廊講堂

１　挨拶


　　

２　総務省説明

　　「定住自立圏構想について」

 総務省地域力創造グループ地域自立応援課

３　取組事例報告

(1)「長岡地域定住自立圏の取組」 

新潟県長岡市地域振興戦略部特命主幹　　　　　鈴木　正行

(2)「由利本荘市定住自立圏の取組について」


秋田県由利本荘市企画調整部地域振興課長　　　榊　豊昭

(3)「中海圏域定住自立圏の取組」


島根県松江市政策部政策企画課主幹　　  　　　勝部　真史

４　質疑応答

（配布資料）

資料１　定住自立圏構想について（総務省）

資料２　長岡地域定住自立圏の取組（長岡市）

資料３　由利本荘市定住自立圏の取組について（由利本荘市）


資料４　中海圏域定住自立圏の取組（松江市）

（参考資料）


参考資料１　各団体の協定又は方針の概要（平成２２年９月２日時点）

参考資料２　平成21年度定住自立圏構想推進調査報告書の概要

参考資料３　緑の分権改革・地域力創造施策



